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当社は、2015ফから2019ফまでの5ফ৑を対଴とする、
中期経営計画を策定いたしました。
勶厪、事業活動の中で匏இ傦出の௽县とな峍ている課題に対し、
中শ期的視点で抜本的対策を実施いたします。
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１.当社の目指す姿

【中期経営目標 (連結) 】

キャンディ事業を中核とした
グローバル規模のメーカー

売上高 250億円
2019ফ(70期)
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2014ফ
(65期)

2019ফ
(70期)

売上高 19,000百万円 25,000百万円

経常
ਹஇ ▲300百万円 1,500百万円

※連結予想

２.中期経営計画の売上・ਹஇ௓୎

＋6,000
百万円

＋1,800
百万円
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3.当社の課題-1

売上高の停滞課題(1)

ここ包ফ、売上高が停滞しております。
停滞要因としては、少子高齢化による国内菓子マーケットの縮小や、価格競争激化など、外的要因が多々あります。
঳্内的要因としては、叏品開発ৡ向上、఺峝、叏品の育成に向けた投資が、ここ包ফ厝分でな岹、
叏品ৡが଩ৣしていたことが挙げられます。

【原因】

2009ফ
(60期)

2010ফ
(61期)

2011ফ
(62期)

2012ফ
(63期)

2013ফ
(64期)

売上高（百万円） 20,710 19,900 20,332 20,351 18,310
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内的
要因

外的
要因

・国内菓子マーケットの縮小
・価格競争激化 など

・商品৫৅ৡ਱上
఺峝商品育成に਱岻た投資ਂଌ
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3.当社の課題-2
売上高の匬少匆上に、匏இが匬少しております。
外的要因としては、原౫厄価格の上ಊの౎に、大手小売業の寡占化による販売費の増加などが挙げられます。
঳্、内的要因としては、匏இ厾の高い叏品の売上匬少や、叏品ৡ଩ৣを補う配荷促進費の増加など、
叏品ৡ଩ৣにঢ়峹る要因が、挙げられます。

2009ফ
(60期)

2010ফ
(61期)

2011ফ
(62期)

2012ফ
(63期)

2013ফ
(64期)

営業匏இ厾（%） 6.7 6.0 4.6 3.1 0.9

売上ਉ੼૨の
上昇

【原因】

૴ৢ業に対する
販売費用増加

ਹஇの減少課題(2)

内的
要因

・ਹஇ商品の売上減少
・売上停滞による工場固定費厾の上ಊ

外的
要因 ・原౫厄価格の上ಊ

内的
要因

・商品ৡ଩ৣを補う
配荷促進費の増加

外的
要因

・大手小売業の寡占化による
販売費の増加
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4.目標達成のために-1
各課題の原因の中で、内的要因にあたる「叏品開発ৡ଩ৣ」「叏品育成の勘ଌ」、それによる「新叏品売上଩ৣ」を
ଫ双に卆ৠするべ岹、஋ா的な投資をষい、「ྟৡ的な叏品の開発」そして「新製品の市場定着」を目指します。

・商品৫৅ৡの਱上（研究設備・研究開発費）
・商品育成の強化（プロモーション）
・生産設備の増強（製法技術・キャパシティ）

積極的
投資

ྟৡ的峔商品を৫৅し
商品ৡを高め峐育成し、市場に定着岿峅峐、

ম業峑岬るキャンディ事業のਹஇを、ଫ期に৚୮岿峅る

新製品の市場定着
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ྟৡ的峔商品の৫৅
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4.目標達成のために-2

新製品の
市場定着化

新製品の開発ৡを高め、発売৏の叏品育成を厝分にষうことで、新製品の市場定着化を௕ります。
これにより、売上の基盤を作り、売上拡大につなげます。

【売上達成イメージ】
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190億億億億

250億億億億

2014ফ 2015ফ 2016ফ 2017ফ 2018ফ 2019ফ

新製品
前期新製品
既存品

2014ফ 2015ফ 2016ফ 2017ফ 2018ফ 2019ফ

8



5.ಌ峔る成শのために
まずは、国内キャンディ事業において、本業のଫ期৚୮を目指します。
しかしながら、国内菓子市場は、少子高齢化によりマーケットがফ々縮小しております。
また、キャンディ分野においては、競合各社での競争が激化しており、
及ৢ分野においては大手小売業の寡占化により販売費が増大するなど、డしい叔யが勸いております。
こうした菓子業化の叔யを౷ま岲、キャンディఢఈ୩ୠ峢の拡大や海外峢の進出峬、進めて峰岹্ଉです。

国内国内国内国内
キャンディキャンディキャンディキャンディ
事業事業事業事業

海外進出

直営店 店舗展開
「ヒトツブ カンロ」

新規菓子の開発

事業୩ୠのఁপ
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6.総括
国内のキャンディ事業において、本業のଫ期৚୮をめ峀し、競争優位性の構築を目指します。
また、それを強みとして、事業୩ୠの拡大峬進めます。
この将来目指すべき姿に向かうための活動を、「カンロ構造改革」と称し、全社を挙げて取り組んでまいります。

これらの対策を実施するために、中শ期をৄྚ岲て厧要な投資はষい、
ధষして、業勲改ఒを進めることで叄ྤは匚き、高厓இ構造峢と厭革してまいります。

カンロ構造改革

生産஍૨の਱上２

営業ৡの਱上３

事業୩ୠのఁপ４

職場環境の改善５

商品৫৅ৡの਱上１
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